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本書は、「第 1 部理論編：教導的な教室文化から協働的な教室文化へ」、「第 2 部実践編：
対話の教室における教室文化作り」、「第 3 部結論：教室文化と日本語教育」の 3 つの部分
から成る。 









































が個々に魅力を感じるもの／人を選んでレポート（最終的には 1 万 6 千字程度）を作成し
ていく。15 週に及ぶ授業は、1 週間に 9 コマ（1 コマ 1.5 時間）というボリュームであっ




「2 分析と考察」は 2 つに分かれ、「分析 1」では、クラス活動に影響を与えていると考
えられるアーティファクトと人の配置を抽出して考察し（「2-1 分析 1 教室文化作り：アー
ティファクトと人の配置」）、「分析 2」では、そのようなクラスにおいて教師がいかにして、









の対話により教室文化を起こす（第 1 週～第 3 週）、(2)教室文化を維持、定着させる：学
習者－学習者間の対話を支援し、教室文化を連鎖させる（第 4 週～第 8 週）、(3)教室文化
を発展させる：学習者－学習者間の対話と学習者－教師間の対話が新たな教室文化を作る


















料 2～6）、メーリングリストのサンプル（資料 7）が付けられている。 
2．論評 
2-1 「教室文化」と教師の役割 
本書の特筆すべき点の 1 つは、特に「第 2 部実践編」の「分析 2」によって明らかにさ
れた教室内外に広がる相互行為の諸相＝教室文化作りの過程の詳細な叙述であろう。著者
の担当した 66 コマ分の音声授業記録が文字化され分析された結果、13 週分のレポート検








7 週）、他者に対して自らの主張を表明し始めたり（第 8 週）、沈黙する相手に諦めず何度
も問いかけたりする（第 11 週）。さらに興味深いのは、自分の活動（書いたり、対話した



























































（あらい ひさよ 早稲田大学日本語教育研究センター） 
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